














































の相 (retching)とそれ に引 き続 く吐出の相
(expulsion)に分けられる｡ 数年前､我々は､本研














































平成7年 12月1日 (金)午後 1時からメルパル
クOKAYAMA郵便貯金会館において､岡山県新
技術振興財団との共催で開催された｡
36
はじめに会長の栗本雅司所長 ((秩)林原生物化学
研究所 ･藤崎研究所)から開会の御挨拶があり､そ
の後､特別講演に移った｡
特別講演 1は ｢家庭を取り巻く害虫｣と遷して､
岡山ペストコントロール協会事務局長の三宅 忠氏
が講演された｡
特別講演2は ｢ゴキブリよもやま話｣と題してア
ース製薬(秩)研究部顧問の西村 昭先生が講演され
た｡特別講演 1,2の司会は新井成之先生 ((秩)林
原生物化学研究所 ･藤崎研究所)が担当された｡
特別講演3は ｢動物催眠一防衛行動としての死ん
だふり-｣と遷して岡山大学理学部の酒井正樹先生
が講演された｡この司会は三谷恵一先生 (岡山大 ･
文学部)が担当された｡
講演終了後､休憩をとり､事務局から会務報告が
あった｡その内容を要約すると､①平成7年度の活
劫報告 (第29回研究会の開催､会報 12号の発
行､理事会 ･常務理事会の開催)について､②平成
7年度の会計中間報告について､③第31回の研究
会の開催予定について､④研究会報 (第13号)の
発行について､などであった｡
会務報告後､特別講演4に移った｡この特別講演
の演題は ｢細胞ガン化の機構｣で､岡山大学医学部
の清水憲二先生が講演された｡この司会は片山泰人
先生 (岡山大 ･医学部)が担当された｡
この会には約75名の参加者があった｡会終了後
懇親会が同会場で開かれ､名誉会員の矢部芳郎先
生､田坂賢二先生もご出席された｡会長の栗本雅司
所長の開会の御挨拶につづいて､名誉会員の先生方
にも御挨拶を頂き､なごやかな雰囲気の中で会貞相
互の親睦を深めるとともに同研究会の今後の発展を
誓いあった｡
特別講演の内容は特別講演要旨に掲載しています
ので､御参照下さい｡
※※※X･※※※※※※紫※※兼業菜※※※※※※X･※X･繁栄発※※X･繋※溌※其X･井
平成 7年度理事会報告
平成7年度の理事会は2回行われた｡第1回日は
7月1日 (土)12時30分から13時までノート
ルダム清心女子大学で､第2回目は 12月 1日
(金) 12時30分から50分までメルパルクOK
AYAMA郵便貯金会館で行われた｡
第 1回理事会
①平成6年度の活動報告 :岡山県新技術振興財団
との共催による2回 (第27回､第28回)研究会
の開催､第11号の研究会報の発行､常務理事会の
開催 (3回､5月17日､8月26日､10月26
日)､役貞選任の報告があった｡
②研究会報12号の発行 :7月中に発行される予
定であることが報告された｡
③平成6年度の会計報告 :平成6年度 (1月1日
-12月31日)の収入､支出､残高の状況につい
て報告がなされ､中永征太郎先生､河本泰生先生の
監事によって 5月26日会計監査がなされた｡
④平成7年度の活動計画 :第29回の研究会は本
日ノートルダム清心女子大学において､また第30
回の研究会は12月上旬にいずれも岡山県新技術振
興財団との共催で開催される予定であることが報告
され､具体的な開催日時､内容については後日の常
務理事会で検討することが了承された｡
第2回理事会
①平成7年度の活動状況 :第29回の研究会がノ
ートルダム清心女子大学で開催され､また第30回
の研究会が本日 (12月1日)いずれも岡山県新技
術振興財団との共催で開催されていること｡ 第12
号の研究会報が発行され､会員に送付されたことが
報告された｡
②平成7年度会計の中間報告 :平成7年 1月1日
から11月30日までの収入､支出､残高の状況に
ついて中間報告があった｡
①次回 (第31回)の研究会の開催 :平成8年6
月頃に会員持ち回りの会場 (川崎医大)で一般講演
を中心に開催することが討議された
④第13号の研究会報は平成8年7月に発行する
予定であるが､第30回の研究会を記念して参加者
の写真を掲載することが報告された｡
